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平成平成1818年度年度 中間決算：経営成績（連結・単体）中間決算：経営成績（連結・単体）

(単位：億円)

＜連結＞ 18年上期 17年上期 対前年

実  績 実  績 UP率%

売 上 高 921 968 △ 4.9

営 業 利 益 109 121 △ 9.6

経 常 利 益 109 123 △ 11.1

当 期 純 利 益 63 83 △ 23.1

＜単体＞
売 上 高 880 875 0.5

営 業 利 益 90 104 △ 13.2

経 常 利 益 100 118 △ 14.7

当 期 純 利 益 56 84 △ 33.0
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平成平成1818年度年度 中間決算中間決算：財政状態およびキャッシュフローの状況（連結）：財政状態およびキャッシュフローの状況（連結）

(単位：億円)

＜財政状態＞ 18年9月期 18年3月期 増減
実  績 実  績

総 資 産 4,251 4,276 △ 25

純 資 産 3,393 3,374 19

自 己 資 本 比 率 79.8% 78.9% +0.9%

1 株 当 り 純 資 産 995円78銭 989円76銭 6円02銭

＜キャッシュ・フローの状況＞ 18年上期 17年上期 増減
実  績 実  績

営 業 活 動 に よ る C ／ F 21 85 △ 64

投 資 活 動 に よ る C ／ F △ 209 △ 12 △ 197

財 務 活 動 に よ る C ／ F △ 39 △ 224 185

C ／ Ｆ 計 △ 227 △ 151 △ 76

現 金 等 期 末 残 高 533 808
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平成平成1818年度年度 中間決算中間決算：：主なトピック主なトピック

平成平成1818年度中間期での主なトピック年度中間期での主なトピック

薬価改定の実施（業界平均 6.7%）

カルバペネム系抗生物質製剤「フィニバックス キット」発売

非ピリン系解熱鎮痛薬（ビタミンＢ1配合）「セデスＶ」発売

S-2367の前期第2相臨床試験において有効性、安全性確認

早発排卵防止薬「セトロタイド注」発売

クレストールの国内販売が通常販売体制に移行

北海道大学と共同研究施設設立について合意

高齢者の高血圧治療に関する大規模臨床試験「JATOS」の最終結
果発表

がん疼痛治療薬「オキノーム散」製造販売承認取得

S-5751の中止
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平成平成1818年度年度 中間決算中間決算：セグメント別売上高（連結）：セグメント別売上高（連結）

（単位：億円）

1８年上期 17年上期 対前年同期

実　績 実　績 UP率%

医療用医薬品 761 796 △ 4.4
フロモックス 138 151 △ 8.7

フルマリン 74 87 △ 15.2

塩酸バンコマイシン 72 82 △ 12.7

イムネース 57 53 6.0

クラリチン 25 33 △ 23.7  

オキシコンチン 25 20 23.1

ＭＳコンチン 13 20 △ 31.3

フィニバックス 9 1 -

アベロックス 11 - -

クレストール 11 0 -

製造受託 17 6 187.6

一般用医薬品 31 32 △ 4.7

診断薬 17 18 △ 4.2

工業所有権等使用料収入 83 41 100.9

クレストール 74 32 130.7

カプセル - 61 -

不動産賃貸・その他 13 15 △ 12.6

合計 921 968 △ 4.9

＊医療用医薬品の製品別売上高は単体売上高
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平成平成1818年度年度 中間決算：営業利益（連結）中間決算：営業利益（連結）

(単位：億円)

18年上期 17年上期 対前年同期

実　　績 実　　績 UP率% 増　減

売  上  高 921 968 △ 4.9 △ 47

 （ロイヤルティ） ( 83) ( 41) ( 42)
 33.2  36.9

(36.5) (38.6)

売  上  原  価 306 358 △ 14.4 △ 52
売 上 総 利 益 615 610 0.7 5

 54.9  50.6

販売費・一般管理費 506 489 3.3 17
販 売 ・ 管 理 費 327 336 △ 2.9 △ 9
研 究 開 発 費 179 153 17.1 26

 11.9  12.5

営  業  利  益 109 121 △ 9.6 △ 12
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平成平成1818年度年度 中間決算：営業利益増減の要因中間決算：営業利益増減の要因

(単位：億円)

＜営業利益増加要因＞
販売数量の増加 ＋ 4
受取ロイヤルティの増加 ＋ 42
原価の低減 ＋ 9

＜営業利益減少要因＞
薬価改定 △ 31
カプセル事業の分離 △ 7
販売・管理費の増加（カプセル事業除く） △ 3
研究開発費の増加 △ 26
   合    計 △ 12



平成平成1818年度年度 業績予測業績予測
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平成平成1818年度年度 業績予測（連結・単体）業績予測（連結・単体）

(単位：億円)

＜連結＞ 18年度 17年度 対前年

予  測 実  績 UP率%

売 上 高 2,050 1,963 4.4

営 業 利 益 310 292 6.1

経 常 利 益 310 296 4.5

当 期 純 利 益 180 227 △ 20.8

＜単体＞

売 上 高 1,930 1,833 5.2

営 業 利 益 275 257 6.7

経 常 利 益 290 281 3.2

当 期 純 利 益 170 266 △ 36.2
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平成平成1818年度年度 業績予測：業績予測：セグメント別売上高（連結）セグメント別売上高（連結）

（単位：億円）

18年度 17年度 対 前 年
予　測 実　績 UP率%

医療用医薬品 1,650 1,654 △ 0.3
フロモックス 320 341 △ 6.3
フルマリン 144 164 △ 12.2
塩酸バンコマイシン 137 161 △ 14.6
イムネース 115 111 3.3
クラリチン 80 80 0.4  
オキシコンチン 70 43 63.0
ＭＳコンチン 22 35 △ 37.4
フィニバックス 35 8 358.1
アベロックス 30 18 67.8
クレストール 40 1 -
セトロタイド 5 - -

製造受託 40 21 89.9

一般用医薬品 64 64 △ 0.7

診断薬 35 34 3.2

工業所有権等使用料収入 205 98 108.2

クレストール 185 81 127.3

カプセル - 61 -

不動産賃貸・その他 56 31 81.3

合計 2,050 1,963 4.4

＊医療用医薬品の製品別売上高は単体売上高
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平成平成1818年度年度 業績予測：営業利益（連結）業績予測：営業利益（連結）

(単位：億円)

18年度 17年度 対 前 年

予　 測 実　 績 UP率% 増　減

売  上  高 2,050 1,963 4.4 87

 （ロイヤルティ） ( 205) ( 98) ( 107)
 33.7  35.0
(37.4) (36.8)

売  上  原  価 690 687 0.4 3
売 上 総 利 益 1,360 1,276 6.5 84

 51.2  50.1

販売費・一般管理費 1,050 984 6.6 66

販 売 ・ 管 理 費 680 662 2.7 18

研 究 開 発 費 370 322 14.7 48
 15.1  14.9

営  業  利  益 310 292 6.1 18
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平成平成1818年度年度 業績予測：営業利益増減の要因業績予測：営業利益増減の要因

(単位：億円)

＜営業利益増加要因＞
販売数量の増加 ＋ 42
受取ロイヤルティの増加 ＋ 107
原価の低減 ＋ 22

＜営業利益減少要因＞
薬価改定 △ 68
カプセル事業の分離 △ 7
販売・管理費の増加（カプセル事業除く） △ 30
研究開発費の増加 △ 48
   合    計 ＋ 18
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利益配分について利益配分について

18年度 17年度
予　測 実　績

1株当り当期純利益（連結） 52.85円 66.55円

1株当り配当金 16.00円 16.00円

配当性向 30.3% 24.0%
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パイプラインの現状パイプラインの現状

発売・承認・開発中止発売・承認・開発中止
セトロタイドⓇ（NS75A) 9月21日発売

オキノーム散（S-8116） 10月20日付で承認（2007年１-2月発売開始予定）

S-5751（気管支喘息治療薬）

Primary endpoint（FEV1.0）でプラセボと有意差を認めず、開発を中止

PoC Studyの詳細な解析を進めると共に、バックアップ化合物の評価を実施中

開発ステージの進捗開発ステージの進捗
イルベサルタン Ph 3 は完了、年内申請予定

ピルフェニドン LPOを順調に完了、年度内(2007年2-3月）申請予定

S-013420（新規マクロライド） Ph 2a を完了、Ph 2b 年内開始予定

S-777469（抗掻痒薬） 11月初旬FTIH開始

S-364735（HIVｲﾝﾃｸﾞﾚｰｽ阻害薬） Ph 2a 年内開始予定

S-2367（抗肥満薬） Ph2b 2007年初頭から開始予定
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本資料のお問い合わせ先本資料のお問い合わせ先

塩野義製薬株式会社塩野義製薬株式会社 広報室広報室

本社本社
ＴＥＬ：０６－６２０９－７８８５ＴＥＬ：０６－６２０９－７８８５
ＦＡＸ：０６－６２２９－９５９６ＦＡＸ：０６－６２２９－９５９６

東京東京
ＴＥＬ：０３－３４０６－８１６４ＴＥＬ：０３－３４０６－８１６４
ＦＡＸ：０３－３４０６－８０９９ＦＡＸ：０３－３４０６－８０９９

本資料の将来の予測等に関する各数値は、発表日現在の将来に本資料の将来の予測等に関する各数値は、発表日現在の将来に

関する前提・見通し・計画に基づくものであり、競合状況等に関する前提・見通し・計画に基づくものであり、競合状況等に関わ関わ

るるリスクや不確定要因により、実際の業績が記載の予測数値と大リスクや不確定要因により、実際の業績が記載の予測数値と大

幅に異なる可能性があります。幅に異なる可能性があります。


